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研究要旨 

国際的に通用するアトピー性皮膚炎（AD）の疫学調査を継続するための、Web を用いた

調査方法を開発する。さらに、対面または紙媒体の調査では明らかにできないステロイド忌

避の実態を把握する方法を開発する。 

過去の厚労省研究班で行われた広島大学の全新入生を対象にした AD の有症率調査では、

紙媒体回答群と比べ、Web 媒体回答群の AD 有症率が高くなることが示された。本年度は、

前回に行われた調査方法の問題点について検証し、来年度 4 月の広島大学の全新入生を対象

にした調査に向けて、Web 調査と紙媒体の調査の違いを検証するために調査方法を改善した。 

ステロイド忌避は診療における AD 特有の問題点であり、ステロイド忌避を含む AD 治療

の実態の把握が望まれている。今回我々は、ステロイド外用薬に対する患者の認識を調査す

るための質問項目（TOPICOP©）の日本語版を作成するとともに、ステロイド忌避の実態を

把握するための質問項目を作成した。今後、小規模調査でその質問項目の妥当性を検証する。 

 

A. 研究目的 

アトピー性皮膚炎（AD）の継続的な疫学調査

体制の確立には、国際的に通用する調査用紙の

作成とコストパフォーマンスが良いことが不可

欠である。これまでの本邦における大規模なAD

有症率の調査は、実際に医師の診察に基づくも

の、あるいは郵送や検診の際に患者やその家族

がアンケート用紙に記入する方法などが行われ

てきた。しかし、紙媒体を中心に行う従来の調

査では、多大な労力と時間を必要とするのみな

らず、調査の地域が限られることや各調査でそ

の手法が統一されていないこと、定期的に実施

されていないことなどから AD の全国的な全体

像の把握や経年的変化をみることが困難であっ

た。 

今回の研究では国際的に通用する AD の疫学

調査を継続するための Web を用いた調査方法

を開発する。平成 24 年度に厚労省研究班で施行

された広島大学の全新入生を対象にした調査で

は、紙媒体回答群と比べ、Web 媒体回答群の

AD有症率が高くなることが示された。しかし、

Web 回答群の回答率が低く、その原因や両者の

相違点などを検証するために十分な Web 回答

者数を得ることができなかった。本年度は、Web



を用いた調査が紙媒体を用いた調査に比べて有

症率が高くなることを検証するとともに、Web

調査に適した質問方法を検討し、対面または紙

媒体の調査では明らかにできないステロイド忌

避の実態を把握する方法を開発する。 

 

B. 研究方法 

AD 有症率の経年比較については、平成 16 年

に 調 査 を 行 っ た 地 域 で 、 UK working 

party(UKWP)の質問票を用いて小学生と 3 歳

児の有症率調査を行い、当時のデータと比較検

討する。季節によるバイアスを避けるため 1 年

間にわたり調査を行う。 

 Web を用いた調査体制の確立については、

Web 媒体による回答と紙媒体による回答の違い、

そしてそれぞれの媒体による調査の精度につい

て検証する。具体的には、平成 24 年度の広島大

学の全新入生を対象にした調査での問題点を見

出し、Web 媒体回答群の回答率を上げるための

調査方法について検討する。そして、平成 26

年度広島大学新入生健診で Web 調査と紙媒体

による調査で有症率調査を行い、調査結果と皮

膚科医師による検診による診断結果を比較し、

調査の精度を検証する。 

 ステロイド外用薬に対する患者認識の調査に

ついては、国際的なステロイド外用薬に対する

患者の認識調査尺度（TOPICOP©）の日本語版

と、Web 調査に適した独自の質問票を作成する。

また、ステロイド忌避症例の実態把握するため

に、まずは AD 患者と AD 既往者を対象に、現

時点までの AD の経過とステロイド忌避の有無

を確認する質問項目を準備し、小規模な Web 調

査を行う。その結果をふまえ AD の自然経過、

及びステロイド忌避者の長期経過を把握するた

めに必要な母集団の規模を明らかにしつつ、質

問項目の再検討を行い、実態把握のための大規

模な Web 調査を行う。 

 慢性蕁麻疹、血管性浮腫の患者 QOL 評価に

ついては、まずは国際的に標準化されて使用さ

れている質問票である CU-Q2oL（慢性蕁麻疹）

と AE-Q2oL(血管性浮腫)をもとに日本語版の質

問票を開発する。 

 （倫理面への配慮） 

倫理委員会の審査了解を得るのはもちろん、十

分な倫理的配慮と個人情報の保護に努める。 

 

C. 研究結果 

AD 有症率の経年比較 

幼児 AD 有症率については、千葉市の６つの

保健センターを 3 歳児健康診査で受診する 3 歳

児（年間およそ 8,000 人）を対象に、平成 26

年 2 月からの 1 年間継続的に調査する体制を整

えた。現在、調査を実施中である。 

 

Web を用いた AD の疫学調査体制の確立 

平成 24 年度の広島大学の全新入生を対象に

した調査での問題点について検討し、解決策を

講じた。平成 24 年度の調査は、紙回答群は検診

前に回答することで回答回収率は 100％であっ

たが、Web 回答群は検診後に自宅で回答するこ

とでわずか 13.8％の回答回収率であった。また、

この調査方法では紙回答群は回答に皮膚科医に

よる検診の影響を受けないのに対し、Web 回答

群は回答に検診の影響を受けた可能性がある。

そこで我々は、Web 調査群も紙回答群と同様に

検診前に回答することで、これらの 2 つの問題

点を解消すると考えた。健診会場に iPad を設置

して、Web 回答群の全員が検診前に回答する方

法を考案し、平成 26 年 4 月の調査実施に向けて

関係部署との調整、機器確保などを行った。 

 

ステロイド外用薬に対する患者認識とステロ

イド忌避の実態把握のための調査 

TOPICOP©日本後版は順翻訳と逆翻訳のプ

ロセスを繰り返し、表面妥当性及び翻訳妥当性

を確保した。現在、日本後版の Validation study



を行うために、国立成育医療研究センターにお

ける倫理委員会に研究計画書を提出中である。 

ステロイド忌避症例の実態把握については、

ステロイド忌避によって、AD の症状がどのよ

うな経過をたどり、その後の重症度にどう影響

をおよぼすのかを明らかにするための質問を作

成した。具体的には、現在の皮疹の重症度評価

のための質問（ Patient Oriented eczema 

measure:POEM）に加え、薬剤忌避の有無とそ

の時期、皮疹の経時的変化を明らかにするため

の質問を作成した。今後、小規模調査でその質

問項目の妥当性を検証する。 

 

 慢性蕁麻疹、血管性浮腫の患者 QOL の評価 

 CU-Q2oL、AE-Q2oL は、おのおの質問項目

の日本語訳を作成した。CU-Q2oL、AE-Q2oL

についてはその翻訳の妥当性を検証するために、

現在逆翻訳を行っている。 

 

D. 考察 

AD は西欧型のライフスタイルへの変化とと

もに他のアレルギー疾患と同様にわが国でも増

加してきたとされる。しかし、AD の大規模疫

学調査は、平成 16 年度に千葉市などで行われた

3 歳児と小学生を対象にした AD 有症率の調査

がされて以来、およそ 10 年が経過している。10

年ぶりに AD の有症率調査を行うことで、AD

の有症率の現状を把握できることが期待される。 

 質問のみで AD の有症率を調査する手段とし

て UKWP の質問票が日本でも用いられるが、

過去の調査では、UKWP の質問票による AD 有

症率は実際の診察による有症率と比べ、1.4-2.4

倍高くなることが分かっている。また、UKWP

の質問票を Web で回答する群は紙で回答する

群と比べ、さらに高くなる可能性があることが、

前回広島大学新入生を対象とした調査では示唆

されている。今回は前回の調査における両群間

のバイアスを解消するとともに、各質問項目に

おける両群間の違いを比較検討するに十分な母

数を得ることが期待できる調査方法に改善し、

本年 4 月に広島大学新入生を対象として実施予

定である。前回の調査では、まず検診を受け、

後日インターネットでログインし、各質問に答

える方法であったため、新たな生活をスタート

させる新入生にとっては、やや面倒に感じる方

法であったと推測される。今回のように検診前

に iPad で回答してもらう手法であれば、ほぼ

100％に近い回答率が得られることが期待でき

る。今回の調査によって、現在用いている

UKWP の質問票の Web 調査における問題点が

明らかになると同時に、Web 調査から実際の

AD 有症率を推測するための係数を決定するこ

とができる可能性がある。 

 AD の治療において、ステロイド外用忌避も

しくはステロイド外用への不安を有する患者は

多く、そのことが不十分な使用または不適切治

療への誘導を招き、本疾患の良好なコントロー

ルを妨げている。ステロイド外用薬に対する患

者の認識の調査に関しては、TOPICOP©日本語

版を用いた調査によって明らかになる。ステロ

イド忌避症例の実態把握については、今回作成

した、現時点までの AD の経過とステロイド忌

避の有無を確認する質問項目について、AD 患

者とAD既往者を対象に小規模なWeb調査を行

う。その結果をふまえ、AD の自然経過、及び

ステロイド忌避者の長期経過を把握するために

必要な母集団の規模を明らかにしつつ、質問項

目の再検討を行い、実態把握のための大規模な

Web 調査を行う。 

 慢性蕁麻疹、血管性浮腫の患者 QOL 評価に

ついては、未だ本邦における実態調査は行われ

ておらず、現在作成中の日本語版 CU-Q2oL（慢

性蕁麻疹）と AE-Q2oL(血管性浮腫)によって、

両疾患の患者の QOL が明らかになる。 

 

 



E. 結論 

Web による AD の疫学調査方法を検討、改善

した。また、Web 調査によりステロイド忌避の

実態を明らかにし、適切な医療を提供するため

に必要な疫学的情報を得る方法を提案した。 
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